
　ART(s) さいほくでは障害のある人たちの作

品や表現の発表の場として作品展『アートセッ

ションズ in さいほく』を企画し、埼玉県北西

部地域の障害福祉サービス事業所や相談支援事

業所等に募集を行いました。小学生から 90 歳

代の高齢の方まで幅広い世代の総勢７３名の方

に出展いただきました。絵画をはじめクラフト、

ダンス、またなんだかわからないけれど面白

い！と唸るような作品？表現？等々バラエティ

に富んだ作品が集まりました。

　作品展には作者本人はじめ家族や友人、事業

所のスタッフ、利用者さんも来場し、共に展示

を楽しんでいる光景が会場のあちらこちらで見

られました。

　私たちは作品の発表を通じて作者本人はじめ

家族やまわりの人たちが一緒に喜びあったり、

創作のやりがいに繋がっていくことを大切に考

えており、このアートセッションズ in さいほ

くがその一助になればと考えています。

　また、多くの人に障害のある人たちのアート

や表現の魅力が伝わるよう今後も様々な形で取

り組んでいきたいと思っています。

　たくさんの喜びや魅力が詰まっている本作品

集です。どうぞお楽しみください。

は じ め に
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青
鹿

と
め
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

牛
窪

喜
美
江

小
暮

ヒ
サ
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

泉

く
に
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園
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カメラ

後
藤

守

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

斉
藤

梅
子

櫻
井

英
臣

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

小
林

昭
夫

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園
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お花

佐
藤

正
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

鈴
木

隆
夫

高
橋

恵
美
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

篠
田

春
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園
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ひょうたん

豊
川

由
美

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

パン

中
村

美
代
子

橋
本

よ
し
子

ニワトリ

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

野
村

美
知
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園
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長
谷
川

栄
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

三
俣

ヒ
ロ
子

森

秋
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

増
田

禎
之

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園



12 13 

森
田

照
美

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

いろいろな絵

山
口

敏
夫

米
田

新
一

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園

山
口

由
紀
子

社
会
福
祉
法
人
愛
弘
会
愛
弘
園
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「
憧
れ
」                                                                                                                    

　
　
　
　
　
　
ペ
ン
ネ
ー
ム:

修
行
僧

こ
の
話
は
異
世
界
の
話
で
あ
る
。

こ
の
世
界
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
唯
一
違
う
と
こ
ろ
が
時
間
と
い
う
概
念
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

時
間
と
い
う
概
念
は
な
い
が
昼
も
夜
も
あ
り
人
も
歳
を
と
り
生
も
死
も
あ
る
。

人
に
物
を
売
り
生
活
を
し
て
い
る
者
も
い
る
が
、
現
代
の
よ
う
な
社
会
も
な
け
れ
ば
科
学
も
発
達
し
て
い
な
い
。

こ
の
話
の
主
人
公
は
『
ア
ン
ク
ロ
ー
』
と
い
う
名
の
青
年
だ
。

ア
ン
ク
ロ
ー
は
平
凡
な
家
庭
の
一
人
っ
子
で
、
容
姿
は
20
歳
台
半
ば
、
野
生
感
の
あ
る
細
マ
ッ
チ
ョ
、
髪
色
は
茶
色
で
髪
型
は
ボ
サ
ボ
サ
、
目
の

色
は
青
、
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
。

※
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
古
代
ロ
ー
マ
人
。

性
格
は
実
直
真
面
目
と
い
う
感
じ
で
自
分
の
定
め
た
ル
ー
ル
に
だ
い
た
い
は
従
う
性
格
。

ル
ー
ル
と
い
う
の
は
、
ア
ン
ク
ロ
ー
の
幼
少
期
に
周
り
の
環
境
や
自
身
が
作
り
出
し
た
決
ま
り
の
こ
と
だ
。

こ
の
世
界
に
は
い
く
つ
も
集
落
は
あ
る
の
だ
が
ア
ン
ク
ロ
ー
は
人
里
離
れ
た
森
の
中
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

罪
人
で
集
落
を
追
わ
れ
た
な
ど
の
理
由
で
は
な
く
自
ら
の
意
思
で
孤
立
し
た
場
所
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。

ア
ン
ク
ロ
ー
は
一
人
暮
ら
し
の
家
の
隣
の
森
を
切
り
開
き
、
耕
し
畑
に
し
野
菜
な
ど
を
育
て
家
畜
と
し
て
羊
を
数
頭
飼
い
水
は
森
に
あ
る
湧
水
を

使
い
自
給
自
足
で
暮
ら
し
て
い
る
。

森
に
自
然
に
育
っ
た
植
物
を
食
べ
、
森
の
動
物
を
狩
り
、
川
の
魚
を
捕
り
食
料
に
し
生
活
し
て
い
た
。

ア
ン
ク
ロ
ー
は
日
が
昇
る
と
雨
で
も
雪
で
も
ど
ん
な
日
で
も
毎
日
森
を
歩
き
続
け
た
。

疲
れ
た
ら
休
み
、
眠
く
な
っ
た
ら
眠
り
、
お
腹
が
空
い
た
ら
森
の
物
を
食
べ
、
気
の
む
く
ま
ま
に
歩
い
た
。

宝
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
探
し
物
も
な
い
が
ア
ン
ク
ロ
ー
は
な
ぜ
か
毎
日
毎
日
歩
き
続
け
た
。

両
親
は
小
さ
な
商
店
を
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
自
分
達
の
育
て
た
野
菜
や
家
で
飼
育
し
て
い
る
鶏
が
生
ん
だ
卵
を
売
り
生
計
を
立
て
た
。

こ
れ
と
い
っ
て
不
満
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
こ
れ
と
い
っ
て
き
っ
か
け
も
な
く
ア
ン
ク
ロ
ー
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
思
い
家
を
出
た
。

一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
た
ア
ン
ク
ロ
ー
は
、
両
親
の
売
っ
て
い
た
野
菜
や
鶏
を
飼
育
す
る
方
法
は
知
っ
て
い
た
が
同
じ
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

一
人
暮
ら
し
で
必
要
な
自
給
自
足
の
知
識
も
な
か
っ
た
た
め
は
じ
め
は
す
ご
く
生
活
が
大
変
だ
っ
た
。

自
給
自
足
に
な
れ
生
活
が
落
ち
着
く
と
、
い
つ
か
ら
か
毎
日
森
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

何
を
追
い
求
め
て
い
る
の
か
は
ア
ン
ク
ロ
ー
自
身
に
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

お
そ
ら
く
ア
ン
ク
ロ
ー
の
行
動
の
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
思
い
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
た
理
由
は
こ
の
「
何
か
を
追
い
求
め
て
」
の
こ

と
だ
ろ
う
。

幼
少
期
か
ら
自
分
に
嘘
を
つ
き
続
け
た
せ
い
で
何
が
不
満
な
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

ア
ン
ク
ロ
ー
の
な
か
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
な
い
ど
こ
か
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
ア
ン
ク
ロ
ー
が
壊
れ
て
し
ま
う
」
と
感
じ
ア
ン
ク
ロ
ー
にSOS

サ
イ

ン
を
出
し
、
ア
ン
ク
ロ
ー
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
突
然
思
い
立
っ
た
。

そ
の
S
O
S
サ
イ
ン
に
気
が
付
き
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
「
環
境
を
変
え
て
み
よ
う
」
と
思
い
家
を
出
て
人
里
離
れ
た
森
の
中
で
一
人
暮

ら
し
を
は
じ
め
た
。

ア
ン
ク
ロ
ー
が
歩
き
続
け
、
追
い
求
め
て
い
た
の
は
お
そ
ら
く
「
自
分
の
本
当
の
意
思
」
だ
。

自
分
に
嘘
を
つ
き
続
き
生
き
て
き
た
の
で
自
分
は
本
当
は
何
が
し
た
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
ア
ン
ク
ロ
ー
自
身
も
な
ぜ
森
を
歩
き
続
け
る
の
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
。

何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
な
ん
て
わ
か
っ
て
い
た
が
、
何
か
を
変
え
よ
う
と
森
を
歩
き
続
け
た
。

そ
も
そ
も
何
が
ど
う
だ
め
で
何
を
ど
う
変
え
れ
ば
良
く
な
る
な
ど
の
具
体
的
な
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
た
め
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
と
思
い

環
境
を
変
え
て
ひ
た
す
ら
歩
い
た
。

が
む
し
ゃ
ら
に
歩
き
続
け
た
り
自
給
自
足
を
し
て
い
る
時
間
も
結
果
的
に
は
大
き
な
意
味
の
あ
る
行
動
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
生
活
を
続
け
、
時
間
と
い
う
概
念
が
あ
れ
ば
40
歳
前
後
の
時
に
ア
ン
ク
ロ
ー
は
自
分
自
身
が
ど
う
し
た
か
っ
た
の
か
に
気
付
け
た
の

と
と
も
に
自
身
が
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
は
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
、
ア
ン

ク
ロ
ー
は
人
里
離
れ
た
森
の
中
で
の
一
人
暮
ら
し
を
や
め
集
落
で
家
族
と
の
生
活
に
戻
っ
た
。

様
々
な
物
や
景
色
な
ど
を
見
て
た
く
さ
ん
の
人
達
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
無
理
矢
理
に
変
え
る
の
で
は
な
く
周
り
の
影
響
で
自
然

と
自
分
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
自
分
自
身
の
芯
を
変
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
だ
。

ア
ン
ク
ロ
ー
は
長
い
年
月
、
家
族
と
も
集
落
と
も
離
れ
生
活
を
し
て
い
た
の
で
家
族
や
集
落
で
人
が
周
り
に
い
る
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

そ
の
後
ア
ン
ク
ロ
ー
は
夢
を
叶
え
、
集
落
の
人
達
か
ら
は
「
最
後
の
砦
」
と
呼
ば
れ
と
て
も
頼
ら
れ
た
。

不
思
議
と
な
ん
の
実
態
の
な
い
「
最
後
の
砦
」
と
い
う
思
考
が
あ
る
だ
け
で
人
は
安
心
し
て
普
段
の
生
活
を
す
ご
せ
た
。

集
落
の
人
達
は
ア
ン
ク
ロ
ー
を
必
要
と
し
、
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
の
に
喜
び
を
覚
え
た
ア
ン
ク
ロ
ー
は
集
落
の
人
達
を
求
め
た
。

こ
う
し
て
必
要
な
人
と
必
要
と
さ
れ
る
人
と
の
利
害
が
一
致
し
た
ア
ン
ク
ロ
ー
は
生
涯
、
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
続
け
幸
せ
に
生
き
た
。

ア
ン
ク
ロ
ー
が
追
い
求
め
て
い
た
自
分
の
本
当
の
意
思
と
は
『
自
分
が
人
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
』
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

修
行
僧

さ
か
ど
療
護
園

季節の絵

映画の絵

内
田

拓
磨

コ
バ
ヤ
シ
カ
オ
ル

憧れ

社
会
福
祉
法
人
昴

社
会
福
祉
法
人
昴

葛
坂

尊

さ
や
ま
大
樹
作
業
所
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アロワナ

林

美
貴
宗

社
会
福
祉
法
人
昴

鉄塔とサンタクロース

おがわまちにいこうね

村
木

和
男

森
川

里
緒
奈

社
会
福
祉
法
人
昴

社
会
福
祉
法
人
昴

間
瀬

克
人

社
会
福
祉
法
人
昴
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虫の絵

吉
川

健
司

社
会
福
祉
法
人
昴

クリスマスカード

がんばっている　みなさまに！

粟
屋

圭
子

く
ま

肖像画

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り

作
業
所
ハ
ー
モ
ニ
ー

神
山

裕
人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
チ
ボ
リ
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SL

H
aruto

第
二
は
ぐ
く
み
園

M
asato

N
aoto

第
二
は
ぐ
く
み
園

第
二
は
ぐ
く
み
園

K
eisei

第
二
は
ぐ
く
み
園
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N
orihiro

第
二
は
ぐ
く
み
園

SL（パレオエクスプレス）

自分の名前

釣
谷

友
彦

峯
岸

英
樹

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
花
園

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
花
園

石
山

直
樹

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
花
園
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持
田

薫

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
花
園

レザークラフト

クジラ

板
垣

憲
光

Y
asuhiro N

onaka
FLEEK SQ

U
A

D
FLEEK SQ

U
A

D

渡
邊

剛

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
花
園



26 27 

オクトパース

Y
uki

FLEEK SQ
U

A
D

窓の外の景色

椿

金
子

稔

白
岩

啓
汰

異次元

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

浅
見

和
弘

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー
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秋といえば

杉
田

敏
子

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

伊勢海老

うみうし

橋
北

蓮
司
郎

福
田

乃
暖

青い空と山の緑

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

西
山

大
貴

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー
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和
紙
製
作
所

光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー

新
井

美
沙

飯
田

大
空

ランプシェード

ほ
ー
ぷ

ほ
ー
ぷ

ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス

ベ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
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ムーンライト バイオレット・ピンクへリコ・イエロー百獣

木
村

貴
志

ほ
ー
ぷ

小
林

有
希
亜

ほ
ー
ぷ

キリン

佐
々
木

直
哉

松
崎

悠
希

ほ
ー
ぷ

ほ
ー
ぷ
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宮
部

龍
成

ほ
ー
ぷ

森

理
菜
子

ほ
ー
ぷ

わたし

どうぶつの出産

芳
野

明
音

佐
藤

小
春

ほ
ー
ぷ

個
人
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鉢

そ
れ

み
ら
い

光有るところ

芦
立

直
義

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

ねこ

新
井

益
伸

大
川

智
子

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷
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リユース

大
川

誠

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

片
山

賢
生

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

さかな

秋（イチョウの木）

神
谷

一
郎

木
村  

一
希

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷
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マグカップ・皿

小
林

俊
明

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

動物たち

坂
井
田

靜
子

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

鉢

西
野

良
平

宮
崎

幸
子

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷
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トラ・ライオン・ヒョウ

吉
永

武

埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
嵐
山
郷

職員 Y

新
田

新
汰

個
人

路線バス

カラフルとり

ソ
ラ
ジ
ロ
ー

N
am

i

個
人

個
人



44 

ふ
く
ろ
う

個
人

れ
ん
こ
ん
パ
セ
リ

個
人



アートセッションズ
in さいほく
2022年
展示風景

小川町立図書館



社会福祉法人愛弘会 愛弘園

さかど療護園

さやま大樹作業所

社会福祉法人昴

ワークショップ・チボリ

デイケアセンターぬくもり

作業所ハーモニー

第二はぐくみ園

埼玉県社会福祉事業団 花園

FLEEK SQUAD

社会福祉法人埼玉医療福祉会 光の家療育センター

ベストプレイス

ほーぷ

みらい

埼玉県社会福祉事業団 嵐山郷

参加事業所




